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脳の 研究 は、科学の新たなフロンティアのひとつであり、 近い将来、 社会に革命を

もたらすような人工的な知的システムを実現化できる可能性がある。脳はニューロン

の 複雑 なネットワ ー ク として構成されており、 その機能を模擬した理論モデ
、
ルがここ

数十年にわたり研究されてきた。 これら のモデルは非常に複雑で、 あり、 多くの重要な

パラメ ー タを含んでいる。 脳を構成する個々の ニューロンの特性は異なるため、 理論

モデ
、

ルの 構成要素のパラメ ー タはある値を中心に分布すると考えるの が適当である。

本研究では、 ネットワ ー クパラメ ー タの不均一 性に注目し、新 規の数学的フレームワ
ー クで表現した理論モデルの特性を効率的なシミュレ ー ションアプロ ー チを用いて

評価することにより、 不均一 性の影響を定量化することに成功した。 その結果、不均

一性によるネットワ ー ク特性の強化現象としてStochastic Grid Enhancement (SGE)

やStochastic Neural Enhancement (SNE）などを発見した。

本論文では、 初めに、脳を構成するニューロンの反応特性について簡単に説明し、

続けて、 本研究で、 理論モデ
、
ルに採用したIzhikevichモデ

、
ノレについて詳細に説明した。

同モデ
、
ノレは2変数による単純な微分方程式であり、 シミュレ ー ションにおける計算効

率が高く、 大規模なネットワ ー ク の応答を短いCPU時間で評価できる。 この 高効率に
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